
「中小企業における経営支援ニーズと金融機関の対応」
～Ｍ＆Ａ・事業承継支援、ビジネスマッチング等～

北陸銀行 事業承継支援に北陸銀行 事業承継支援に北陸銀行の事業承継支援について北陸銀行の事業承継支援について

２０１４年４月１４日

北陸銀行
法人・公共営業部



事業承継は中小企業の重要かつ喫緊の課題
－事業承継対策は なぜ必要か－－事業承継対策は、なぜ必要か－

会社支配権の確実な承継•会社支配権の確実な承継
株式会社の「所有者」は株主株式会社の 所有者」は株主

経営権の後継者への承継

•財産上の問題
相続時における自社株評価の不確実性

相続による自社株の分散相続による自社株の分散
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事業承継への金融機関の関わり方

事業承継ニーズ

アプローチ・提案
＋＋

事業承継融資
（出所）事業承継入門講座（発行㈱きんざい）より
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事業承継支援実績
相談受付 本部提案 事業承継関連貸出－相談受付、本部提案、事業承継関連貸出－

最近３ケ年の事業承継支援実績

477

26

平成２５年度

最近３ケ年の事業承継支援実績

百万円

496

477

31

平成 年度

410

494

21

平成２４年度

479

626

21

平成２３年度

0 100 200 300 400 500 600 700

事業承継貸出件数 本部面談件数（延べ） 提案書作成件数 件

該当年4月１日～翌年3月31日の実績値より
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持株会社活用スキームと金融機関の機能（イメージ）持株会社活用 キ 融機関 機能（ ）

本体会社
＜経営＞＜経営＞

オーナー
＜株主＞

配当

20.315％※
申告分離課税 配当100%

支配

（非課税）

申告分離課税

持株会社
＜資本＞ 金融機関

貸出

返済
自社株の換金化

（納税資金の確保・遺産分割の円滑化） 返済

出資

（納税資金の確保・遺産分割の円滑化）

財産評価額の固定化
（自社株評価→現金評価）

承継者
(先代:黄金株)

※平成２６年４月現在の税制に基づく
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ネットワークの構築・活用
①アプローチから事業承継スキーム作成・提案まで①アプローチから事業承継スキーム作成・提案まで

①アプローチ

顧客
（中小企業）

営業店
（ＰＢデスク）

②相談

③提案書
作成依頼

④スキ ム

北陸３県地区
５４ヶ店

①アプロ チ

営業店

本部
<法人・公共営業部>

ム 名

提携コンサルティング
ファーム

④スキーム
検証依頼

⑥提案

③提案書
①アプローチ

営業店
（ＰＢデスク）

ＰＢチーム３名
中小企業診断士

CFP
宅地建物取引主任者

１級FP技能士

公認会計士試験合格者

税理士７名
司法書士２名
弁護士１名

医療コンサル３名

顧客
（中小企業） ②相談 北海道地区

１１ヶ店
R

③提案書
作成依頼

⑥提案

営業店
（ＰＢデスク）

公認会計士試験合格者 医療コンサル３名

顧客
①アプローチ

⑤スキーム
還元

名古屋本部
東京事務所

③提案書
作成依頼

⑥

（ＰＢデスク）顧客
（中小企業） ②相談

還元
三大都市地区

１６ヶ店

⑥提案
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ネットワークの構築・活用
②事業承継スキ ム提案から提携先斡旋まで

本部

②事業承継スキーム提案から提携先斡旋まで

⑩スキーム提案 本部
<法人・公共営業部>

ＰＢチーム

⑩スキ ム提案

⑪提携先斡旋依頼 営業店
本部
<融資部>

⑦事前与信
審査稟議⑨提案依頼

顧客

⑫
案
件
取

(弁護士)

⑧提案承認

顧客
（中小企業）

提携コンサルティング

取
次

⑬コンサル契約締結 提携コンサルティング
ファーム
税理士７名
司法書士２名

⑭実務面関与

⑬コンサル契約締結

弁護士１名
医療コンサル３名

⑭実務面関与
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ネットワークの構築・活用
③事業承継スキ ム実行から貸出・収益・評価・コンプラチェックまで③事業承継スキーム実行から貸出・収益・評価・コンプラチェックまで

⑮ 資

営業店

⑮融資申込

⑲収益還元
評価・表彰制度
ｺﾝﾌﾟﾗﾁｪｯｸ

顧客
本部⑯事業承継関連貸出

（収益・貸出・預金）
ｺﾝﾌ ﾗﾁｪｯｸ

（中小企業）
<営業推進部>

<ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ統括室>
提携コンサルティング

ム
⑰コンサル手数料支払

ファーム
税理士７名
司法書士２名
弁護士１名⑳アフターフォロー

⑱ＢＭ手数料
(税理士・司法書
士・弁護士の実務
関与部分は除く)

医療コンサル３名
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事業承継支援を定着させるための工夫
①営業店の収益・貸出目標および経営理念・評価との関係①営業店の収益 貸出目標および経営理念 評価との関係

• 半期毎の営業店業績目標と評価が事業承継支援推進面で足枷。

• 事業承継支援スキームにおいて、貸出、預金＋収益獲得の機会確保。

• アプローチから実行までのリードタイム短縮により、半期毎業績評価に貢献。

• 営業店担当者がOJTを通じて、スキルアップ。

• 経営理念である「地域共栄」と「中小企業事業承継支援」のベクトルが合致。

• 予算総合評価への実績反映と全店長会議での頭取賞授与による評価。

• 提携コンサルティングファームに税務・法務の実務を全面委託することで担
当者を心理的ストレスから開放。
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事業承継支援を定着させるための工夫
①営業店の収益・貸出目標および経営理念・評価との関係①営業店の収益 貸出目標および経営理念 評価との関係

営業店

時間
<リ ドタイムの短縮>

収益
<ｺﾝｻﾙ手数料・

BM手数料の還元><リードタイムの短縮> BM手数料の還元>
<適正金利の確保>

経営理念
<地域共栄>

評価
<オーナー・後継者>

コスト
< ﾟ ﾝｽの向上>

貸出
<持株会社等 の貸出>

<地域共栄>
<地域社会>

<ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの向上> <持株会社等への貸出>
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事業承継支援を定着させるための工夫
②内部体制づくり 営業店のPBデスクの養成 育成

Ｐ

②内部体制づくり－営業店のPBデスクの養成・育成
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